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羽田亨博士収集西域出土文献写真とその原文書
一文献の流散とその逓伝・写真撮影の軌跡-
張郷麗
はじめに
!日京都帝国大学の総長ともなった西域文献研究家の羽田亨博士は、学術世界に身
を置くようになった頭初から、周囲の同学や同僚、先輩の影響のもとに、当時最新
の出土文献を扱う研究に携わっている O 博士はその中で各地、各国の個人、機関に
厳蔵されるさまざまな原文書を閲覧し、その主要な印影を研究資料として収集して
いる O 後年、博士は知人等の支援のもとに貴重な原文書そのものを中国から東渡さ
せているが、それらを含めた印影であるきわめて精綾な写真を入手して集積する活
動を終生行ない続けている O 羽田博士は一九五五年に長逝しているが、京都大学文
学研究科附属ユーラシア文化研究センター(羽田記念館)には、博士が生前収集した
933葉に上る西域出土文献の写真資料が保存されている O これらは、中国南北朝か
ら惰唐宋代に及ぶ西域地区の学術、信仰、思想、修学の実態を採る重要な資料であ
り、研究者向には殊に注目されてきたものである O しかし、この写真の被写体とな
った原文書の行方については、諸般の事情があって追跡されることが稀であった。
というのも原文書は出土地から蒐集者の手に移り、各屈に運ばれ、また商買等を通
じて東西に散じその消息を断つものが多かったからである O 筆者は、「羽田写真」
の被写体となった李盛鐸!日蔵品を含めた原文書の概ねのものが、武田学術振興財団
(杏雨書屋)、及び書道博物館、藤井有舜s館、寧架美術館、中国田家図書館等に現蔵さ
れていることを知るに及んで、報告を行った(ij:1)。
その後、この「羽自写真Jにかかわる事柄に大きな変化がもたされた。というのは、
筆者が確認、報告した李盛鐸!日蔵品も含めた多数の非公開の西域出土文献が、秘蔵
先の武田学術振興財団(杏雨書屋)の英断により、 2009年 3月から全面公開されると
いう画期的な出来事が起こされたからである li上九写真の被写体である原文書の多
くが直に確認できるよつになり、西域出土文献研究に新風が吹き込まれることにな
ったのである O
しかしながら、画期的な公開となった李盛鐸!日蔵品をはじめとしたもの、また夙
に公開されていた各所蔵先の逓蔵品を含む西域出土文献を撮影した「羽田写真Jの
中には、現在、所在が確認できない原文書の姿が数多く写し残されている O 映像資
料として残された「羽田写真Jから西域出土文献の相貌を知り、原文書自体の内包
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する資料的価値を把握することは、こうした文献を用いた研究のもといを築くこと
になる O そこで、筆者は、これまでの調査、研究を踏まえながら、さらに「羽田写真J
に写し出されている原文書の所在確認とその実態追究を試みることになり、知り得
た所蔵諸機関や個人所蔵者等を訪ね、原文書の一部の実査を進めた。本稿は、こう
した中で得られたこ、三の事柄について小述を試みるものである O
一、「羽田写真jと原文書現蔵先の概観
ここで、はじめに、本論で言及する今回新たに確認できた「羽田写真jとその写
真の被写体である原文書の所蔵先について一覧表を掲出しておくことにしよう O
[凡例]
表の各項は原則的に「羽田写真jの整理番号順に配列表記するが、同一所蔵先のものは一括して記
述する。
. 1羽田写真」名称の表記は、羽田記念館現蔵の「羽田亨博士収集西域出土文献写真j目録に従い、
錯誤のあるものに関しては、下記の本文で言及する O
書道博物館に関するもの(本稿見出欄「リ)は、既刊の拙稿 (1羽田亨博士収集「西域出土文献写真j
についてJ(rお茶の水史学j第50号2006年 12月))を参照して頂きたい。
-杏雨醤j室現蔵の李盛鍔!日蔵品に関しては、上記の拙稿で言及したため今回はそれらを省略する o
• J原文書の文書番号欄の空欄は文書番号なし、或いは文書番号不明である。
「羽田写真」と原文書現蔵先対照一覧 (1羽田写真」番号順)
羽田写真 原文書
No. 名称表記 現蔵先 文書番号 本稿見出
3 金光明最勝王経j宇品第一 (仏)国立図書館 P.2129 四-3 -C 
4~6 大方等大集経月戴分中諸阿修 天理図書館 183 -ィ 15 二-1 -A 羅諸制;所品第三
7~9 大集経巻第丹l'四 。 ~ 。
81 j摩訴般若波羅蜜経放光巻第二 書道博物館 012 * 
154 ~ 155 瑞伽師地論省第十一 苔雨書屋 3J 183 ニー 2-A 
156 ~ 157 瑞伽師地論巻第五十三 。 3J 517 。
19，典及び社曾経済関係文書の
444A 混合(10) 大谷大学 乙68 三-1 
ー，岨・・ー--------..値幅骨 -----幽曲 M 岨・崎晶岨恥骨骨再開回幽咽岨・曲悼与明暗幽値抽岨幽色_.事明.園田ーーーーーー・‘判明開曹 _.幽ー--岨白骨有国司且ーーーーー・ー榊軸・ー・・・・品格骨・・・ーーーー
444B // 天津博物館 津塞283 。
462 併説天皇党摩経巻第七 天理図書館 183 -イ 107二-1 -B 
520 ~ 525 太上玄元道徳経 (米)プリンストン大学 四-1 
596 ~ 599 道教文書 書道博物館 131 * 
600 太上j同玄謹賀妙経衆篇序章 京都博物館 二-3 
-目白血L目白山
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601 ~ 666 太玄奨一本際妙経道本通徴品 天理屈書館 126・イ 1 二冊 1-c 第十
667 ~ 671 摩尼光僻教法儀IB各一巻 大英図書館 S.3969 四国2
672 ~ 699 一榊論巻第三 杏雨書展 )J~ 460 二-2・B
700 ~ 714 史記巷三十五管禁世家 (仏)毘立図書館 P.2627 四-3 -A 
715 ~ 719 史記巻六十一伯夷列{専 。 。 /; 
720 ~ 722 史記巻三十四燕召公世家 ク 。 。
737 論語子路 杏雨書屋 二輔 2-c 
739 論語及び併教関係文書 静嘉堂文庫 二:-4 
744 左惇? 静嘉堂文庫 。
745 春秋昭公七年繰 書道博物館 168 * 
755 ~ 765 鶴子 東京国立博物館 TB1204 一 回5
776 ~ 797 文選 細川家永青文庫 三回2
798 文選 776ト同ジ 。 ク
799 大乗百法明門論開宗義記 。 。上記文選797ノ裏面ニ記ス
800 ~ 801 備教関係文書 。 。
上記文選ノ裳窃ニ記ス
823 刊謬補訣切韻序 (仏)国家図書館 P.2129 四-3 -B 
848 社曾経済文書(半葉大紋浬繋経の目録の一部)
。 P.3150 四“ 3-D 
867 ~ 868 北館)資残牒 東京古書会館 ニー 6
次に、上表の各々の被写体、及びその原文書の!日蔵・現蔵の状況について、所蔵
地域や相互関連を考慮しつつまとめ、それらを以下の各項中で「羽田写真j番号順
に配列して記述してゆくことにする O
二、「羽田写真」とその国内所蔵原文書について
1、天理図書館現蔵品
A、「羽田写真JNo.4~6、 No.7~9
表記の計6葉(向内容のものが3葉ずつある)の写真は、「羽田写真J目録では、 No.4
~6 は「大方等大集経月蔵分中諸阿修羅詣備所品第三」、 No.7~9 は「大集経巻第
f↑十四」とそれぞれ表記しているが、写真に見られる原蹟から、これらは何れも f大
方等大集経jI月戴分J中の「諸問修羅詣イ弗所品第三Jの一部を撮影したものであ
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ることがわかる O 写真No.4 ~ 6 は、当該経典の曽頭部、 NO.7~9 は経典の末尾部の
偽文、及びその尾題を撮影したものである O 写真には、冒頭の経題の右側下部に「浄
土寺蔵経Jの縦長の長方墨印が捺されていること、またその下部に淡墨の別筆で及
「升八」の数字が記されていること、及び、尾題の題下に観音の立像が描かれてい
るさまが確認できる O この6葉の写真を貼り込んだ台紙の左端上方には鉛筆書きで
「天理図書館裁」と記されている O 天理大学総属天理図書館現蔵の原文書は、11紙o
紙28行)をつらねたものであり、「羽田写真Jはこれらの一部の首尾のみを撮影し
たものである山3J。
B 、「羽田写真JNO.462 
表記の写真はわずか 1葉のみで(影冊の台紙の左端余白に「唐穆宗長慶三年写僻説天皇党
摩経巻七jと鉛筆書きされている)、この写真は、 W1，弗説天皇党摩経J巻第七の原文書の仏
画を含めた首尾の部分を撮影し、それらを分割して上下に 4段に並べて l紙に焼き
付けたものと見られる O 原文書は 21紙 (1紙14行)を用いたかなりの長さをもつも
のであるが、 f羽田写真Jは、これらの内容の一部のみを切りつめて一枚の写真に
収めている O 天理図書館所蔵のこの原文書には(前接部l暗記、断匂は筆者)、
1... .長慶三年七月、例弟子令狐慈、減説家財、敬造イ弗説天皇党摩経一部供養j
との題記が見られるため、殊に注目されているが、写経白体は原本の写し、或いは
偽造と見る人もあり、「疑Jと推断されて問題視されることもある(;1:4)。
ところで、反町茂雄氏の記述によれば、同氏は昭和 22年 10月 12日からの京都
で行われた「東西連合古典籍大市会Jで、同じ長慶三年の紀年をもっ向経の第五巻(紙
数 14枚半、挿図 8iIfi)を翼い入れ(価格は 4.300円)、のちこれをフランス人マリア会宣教
師アンベルクロード氏 0778~ 1955)に売却している(d:5)。これは天理図書館所蔵品
と悶ーの写経の別巻と見られる O
C 、 r~~ 日3写真J No. 601 ~ 666 
表記のものは全66葉(間内容のもの各2葉ずつ)、現在、台紙に貼り込まれ整理され
た「羽田写真」の 21~ 23冊の 3i滑にわたって収められた大型の写真群である O す
なわち道教経典『太玄異一本際妙経道本通微品第十j(以下『太玄異一本際妙経Jと称す)
を撮影したものである O この写真の原文書は、現在、天理図書館 (126-ィ 11)の所
蔵となっている o I~~ 田写真J No. 601 ~ 666の全66葉の写真を天理図書館現蔵原本
と比較すると、 f羽田写真」は、原本の全体にわたって残らず撮影していることが
わかる O これは「羽田写真」の中においても、屈指の大型写真群となっている o
ところで、この天理図書館現蔵の『太玄異一本際妙経jは、もとは大谷探検抹の
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将来品で、『関東藤博物館大谷家出品目録j中の 335番の文書、及び f奮闘東藤博
物館所裁大谷探検球将来文書宮銭(関版)J中の 77~ 109がこれに当たる O
大谷将来品については、羽田氏がかつて(昭和 10年頃)、『大谷光瑞氏寄託経巻B
録J(以下 f寄託E!Jと称す)に基づき、その調査、整理のために、目録自体の訂正や
書き込みなどを行なったことがあった(it61。その折、この f太玄民一本際妙経jを
含めた他の多数の大谷将来品を羽田氏が撮影した(搬影させた)経緯がある or寄託自J
の行間に ro尾写Jro首尾写j、ro全部写Jro年号部写jといった撮影の備忘、
若しくは、撮影の指示にかかわる添記が見られるのはこのためである O そうした過
程を経て撮影した写真が、今猶「羽田写真jとして残されているのである O ただ、
f寄託自jの中に列記される f太玄員一本際妙経jの項下には、 ro首尾写」などの
ような印も、また他の項呂のような多数の書き込みも見られず、冠上に「別借置j
の文字がわずかに記されている O この僅かな難読の書き込みによれば、このものの
重要度を見抜いた羽田氏が、恐らく所蔵者、管理者の承諾の下にこのものを借り出
し、直に、身近で研究のために閲覧、撮影などを行なっていたように推測されるこ
とである O
f羽田写真Jとして残されている書影はこうした折に織彩、焼付けされたものと
見られ、羽田氏の博物館での調査時の後のものと推測される O なお、このものは、
大谷家の古籍類処分時に売却され、反町氏弘文荘の手を経て天理I~番館に入ったも
のと思われる O 天理図書館現蔵原本の尾題末に捺されている「月 I~~荘 J の朱印はこ
の経緯の一部を明かすものであろう O しかしながら、反10-氏がこれを入手した実情
は現在のところ不明である O 大谷家から直接的に反町氏に入ることがあったのか否
かを判断する材料がないが、上記の「羽田写真」中にこの『太玄異一本際妙経jを
含めたものが他のものと違って総体的に詳密に記録される傾きがあり、それと共に
これを借り出している状況があるので、天理図書館現蔵品は、大谷家の意向を受け
て、羽田氏がこの処理にかかわっていたようにも推測される O
ところで、天理図書館は、天理教第二代異柱こと中山正普氏 0905-1967)によっ
て築き上げられた日本囲内有数な罰書館であり、敦:屋文献の収蔵機関の一つでもあ
る〔imo そして同図書館所蔵の敦煙文献中には、款識や印章などから、!日蔵者など
を識別することが可能なものもあるが、しかし、その収蔵にかかわる経緯等は不明
な点が多い。古書購求、販売のかかわりで、中山正善氏と殊の外の親交のあった反
町弘文荘の「月明荘Jの朱印が見られるこの文書は、その他の向館蔵の多くのもの
と共に反町氏の手を経て収蔵されるに至った経緯があったことを推測させるようで
ある O 例えば、向図書館所蔵の「石室遺珠J(ー帖)についても、反町氏の手を経て
いたことが、同氏自身の回想記の文により明らかにされている O その文によれば、
この「石室遺珠JのIB蔵者は上野精一氏で、昭和 22年に、他の古写本、古写経等
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計92点と共に、時価55万円の巨額で反町氏が入手し、このうちの「石室遺珠」を
中山正善氏へ帰属させたということである地8}。
2、杏雨書屋現蔵品
A、「羽田写真JNO.154、155及びNo.156、157
NO.154、155の2葉の写真は、『議伽師地論j巻第十一の冒頭部(17行)、またNo.
156、157の2葉は、向巻第五十三の尾題部(17行)を撮影したものである(写真の台
紙の左上には、後人の筆跡と見られる鉛筆書きでf富岡jと記されている)0 NO.157写真の末尾には、
「漁幼IJ師地論巻第五十三 大中十二年六月十三日JE努智慧山記」
との題記が見える O これらの写真のモトである原文書は、富岡謙蔵 (1871~ 1918年)
氏13蔵品で、のち羽田氏の手を経て現在杏雨書屋に厳蔵されている O 原文書はそ
れぞれ 7 紙 (1 紙行数 30 行)と 10 紙(1紙行数 33 行)となっているが、 r~~ 田写真j は、
それらの一部の印影である O
B 、「羽田写真JNo. 672 ~ 699 
この28葉の写真は(間内容のものが2葉ずつある)景教経典の『ー紳論J巻第三を首
尾にわたって撮影したものである O この写真の原文書も富両氏!日蔵品で、のち羽田
氏の手を経て杏雨書屋に現蔵されるに至っている UI;J460)。原文書は 16紙 (1紙行数
27行)となっていることから、羽田氏はそのほぼ全てを撮影していたことがわかる O
ところで、上記の富向謙蔵の!日蔵品のうち、『一神論J巻第三は、大正4年 11月
の「第一回大蔵曾Jに、『聡伽師地論J巻第五十三は、大正5年 1月の「第二回大
蔵曾Jに各々出陳され、同学、同好の者の展観に供されている(f大蔵会陳列目録1)0
富岡氏がさらに大正6年12月28に支那学会第4回公開講演会の席上で、このf一
議11論jJ京本を再び披露し、来会者一向を驚嘆させたということであるが〔注 9)。当時、
この分野における権威的な存在であった京都帝大の向僚で先輩の羽田氏は、このf一
神論J巻第三のj謀本について、
「敦慢の千刊1;洞のーから出たもので、数十巻の{弗典と共に、書買の手によって
我が幸運なる富岡講師の書架を飾ることになるものである、...J (注 10)
と垂j延と羨望の思いを込めた文を綴っている O 富間氏の有に帰したこれらの文書
については、羽田氏の文による推測しかできず、具体的な商買名や入手時期、場所
等については不詳のままであるが、およそ大正3年頃 Ut11)京都の古籍商買を通じ
てこのものを入手したように見られるところがある O
羽田亨博士収集西域出土文献写真とその原文書一文献の流散とその逓伝・写真撮影の軌跡 7
富岡氏が f一神論jを披露した産後の大正7年 l月に、羽田氏は、この榊論』
について「景敬経典一榊論解説」を発表したが、この年の 12月に富岡氏自身は急
逝してしまった。その後、原本を含めた貴重文書は、その子の益太郎氏が継承し、
時に大蔵曾等に出品することもあった(注 12)。のち昭和 6年 10月に、羽田氏は、さ
らに自ら解説を付けて、富同氏所蔵の f一神論』巻第三、及び高楠順次郎氏所蔵の
f序聴迷詩所経一巻Jを影印、刊行している(ii:13)。
こうした f一紳論j、及び f序聴迷詩所経一巻Jの原写本は、 f敦燥秘笈iヨ録』記
載の当該記事には、収集年月、及び来源、の記述が欠けているということである(iJ:14) 
が、配列された前後の状態から昭和 12 年 (7 月~ 12 )~頃)に羽田氏の有に嬬するこ
ととなり、さらに、現在、それらを悉皆保存する杏雨書屋 (~1 460)に所長蔵されるに
至っている O 羽田氏自らの志願と共に富豪武田氏の意を含め、潤沢な資金を受け収
集された西域出土文献は、羽田氏の手を経て武田氏のもとにに帰戻しているわけで
ある O
なお、この『一神論j写本の真偽については、長い間激論が続いており、林悟殊
氏などの偽写説の詳論が出されている lit15)が、近日になって、この写本にかかわ
る新たな事実も確認され出している O それは、嘗て清野謙次氏がこの f一面Ijl論j写
本を含む精品を羽田氏から借り出し、自ら模写を試み、演田耕作氏の題字と間家太
田喜二郎氏の挿画を加えて模本巻子を製作していたといっ経緯が明かさたことであ
る日 16)。しかし、上記の林悟殊氏の論述はこれに触れるところはなく、林氏が実
際に査閲したのがどのようなものであるのか、正確に確認する必要があるようであ
るO 写本の匿分の錯乱や写誤をもとに偽写本説を唱えるのみでは早計に過ぎるとこ
ろカfあろうか。
C 、「羽田写真JNo.737 
表記の写真は『論語j(1子路第十三」、及びその鄭注の部分)7行を撮影したものである O
他の「羽田写真」と比べ、この写真はかなり小型のもので、他方から贈与されたも
のとも見られる O
この写真の被写体原文書は、現在杏雨書屋に所蔵されている O 杏雨書屋では、こ
の「論語鄭注断簡」を含む文書(巻子装)の外題の題主主を f吐魯番出土論語鄭注断簡
としている or論語鄭注断簡Jの原文書は、巻子中の最末に貼られているが、
この前接部には、 5点の経籍断片が張り込まれており、また、これに関連すると見
られる一通の書簡も同封されている O この書簡は、中華民国 20年 10月4日付で、
上海の中図書庖「中図書庖紙上海西戴路大慶里一百十披J)から日本の原因悟朗氏(，原
田情期殿台啓」日本兵庫!採川護郡川西村寺焔七番地)に宛てられたもので、保存される 4枚
の書集には、「悟朗先生吉道関下久来奉敬濁念殊深秋涼之節一….Jで書き出された
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文のもとに、内藤湖南氏の取得した古文書とのかかわりを推測させる長文が綴られ
ている O こうしたものによれば、文中には明言されてはいないものの、この巻子装
の文書群は、中日双方の古書籍商棄の手を経て、民国 20年(昭和 6年)10月頃まで
には湖南氏の手中に収められていたように推測される O
さて、「吐魯番出土論語鄭注断筒井銀」を購得した内藤湖南氏は、 1934年に長逝
するが、その後、遺族は氏が所蔵していた古書籍類を手放したようであり、古書籍
蕗弘文荘、反i野氏の記述によれば、 f内藤先生が蒐集した国宝、及び国宝的古典籍
の数々は、昭和十七、八年頃に杏雨書屋に入ったjということである〔注17)。この「論
語鄭注断簡jの書影は、内藤湖南氏が所蔵していた敦漣・吐魯番出土資料の優品を
写真版で印行した f恭仁1荘善本書影j中に「論語孔氏本鄭玄注jの題のもとで収
載され、専門家間に局知されるに至っている位180
ところで、この小断片が大谷文書 a西域考古圏諸j下巻「史料経籍J(1) I唐紗論詰孔氏
本勢l~玄詑J) と接合できるものであることを筆者はかつて指摘して小考を記したこと
がある〔山 19〕c その折、湖南氏がこの断片を所蔵するに至った経緯について、大谷
文書の整理段階を推測したが、その後の調査で、上述のように上海の古書砕から仲
介者の原因情朗氏を経て入手したさまが推察されることとなった。なお、これらの
文書断片については、唐代の古書にあらずと疑念を抱く先学がいるが (it20)、筆者が、
原文書の所蔵先である杏雨書屋の特別なご配慮により実物を精査させて頂いたと
ころ、紙質、墨跡等、偽造を確認させる材料を見出すことができなかったことであ
るO
3、京都博物館現蔵品
I~~ 13写真JNO.600 
この写真は l葉のみで、被写体は『太上洞玄霊賓妙経衆篇序章jである O 写真に
写されるものは経文 11行であり、尾題に「太上洞玄霊賓妙経衆篇序章Jと書かれ、
その後に、
「承撃三年三月七出道士朱世元書」
との紀年が記されている O 巻末の上部に「木粛異賞jの朱文長方小印が(上部は消
えかかっている)、同下部に行悪化李氏凡勝間珍蔵」との朱文方角印が捺されている O
この写真の原文書は、守屋孝蔵氏のlEl蔵品で、同氏の寄贈を受けた京都悶立博物館
が現在の所蔵先となっている O
ところで、この『太上潟玄霊賀妙経衆篇序章Jと後述のプリンストン大学ゲスト
図書館現蔵の f太上玄元遁徳経jの影本は、『敦迫這戴jCit 21)に収録されているが、
9 写真機影の軌跡一
これらの抄書や捺印については藤枝晃、池田混同氏らによって疑義が出されてい
る〔波22)。
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4、静嘉堂文庫現蔵品
「羽田写真JNO.739、NO.744
この2点は、「羽田写真J/3録では、それぞ、れ「論語及び悌教関係文書」、及び「左
惇?Jとされている O しかし、 739の一部は、『論詩集解Jr顔淵第十二j、744は f春
秋経侍集解jr昭公二十五年jの文を書写した残片であり、これらの写真の原文書
の所蔵先が、共に静嘉堂文庫であることが確認できた[図 1、2参照)0
この原文書の収蔵の経緯については公表されてはいないが、瀞嘉堂文庫の話では、
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1930年代後半ごろに、他のトルファン出土の資料と共に、某中国の書高から購入
したという O
静嘉堂文庫所蔵のトルファン出土の資料は、購入した当初より計8冊に上る折帖
となっていて、文書は折帖の各面に貼付され、『春秋経イ専集解j と f論語集解Jの
2断片は、共にその第 4冊目の第 3頁、及び第 11頁にそれぞれ貼付されている O
これらの原文書を「羽田写真Jと照合すると、「羽田写真」には、『春秋経f専集解j
原文書断片を写した写真にはその左鱗に貼付された仏典断片原文の末尾の 2行しか
写し出されてはいず、また、『論語集解』原文書断片を写した写真にも左隣に貼付
された仏典断片の上部の 6文字余が欠けていることがわかる O おそらく「羽田写真J
は、当初から f論詩集解』、 f春秋経イ専集解i断片を対象として撮影したものなので
あろう O なお、両原文書断片には季承(段永盟、)の題記が見られ、「羽田写真Jにも
各々その一部が写し出されている O しかし、写真に写し出されているのは、 f論語
集解jを中心にしているものには 3行にわたる季承の題記の下部5文字余と捺印が
欠け、『春秋経傍集1~削を中心にしたものには 6 行にわたる季承題記原文の各行の
3~2 文字分が欠けている O なお、静嘉堂文庫所蔵のトルファン出土の資料につい
ては、栄新江氏の論考も参照されたい[it2:l)。
5、東京国立博物館現蔵品
「羽田写真J封O.755 ~ 765 
表記の写真は、前後を欠いた『劉子jの写真、詳しくはその「去情第三j篇の「怒
向之評者口口口」から、「思)1度第九」篇の「之有也山海争水必蹄海」までを撮影し、
焼き付けたものである O 全日葉の写真は、写本冒頭のNO.756(1羽田写真jの編号では、
NO.755とNO.756を逆転しているが、 No.756は文書の冒頭である)の写真の下部には、「羅振玉印」
「抱残翁壬成歳所得敦燥古籍」の 2頼の白文印、及び写本末尾を写したNO.765の写
の左下には、経振玉の蔵書F-1r松翁監寂jの捺抑が見られる O また、「羽田写真J
iヨ録755の棋には「裏ニ経氏旧蔵敦燈出土劉子ト記サレテイルJとの表記が見える O
この写真の原文書は、現在、東京国立博物館 (TB1204、重要文化財)所蔵となっている{図
3、4参照lo
ところで、この『劉子』残巻のi日蔵者は、江陰の何氏、すなわち、何穆忍(何震
姉、字盟j成、号穆慈、何彦昇の長子、李盛鍔の娘婿)であった。のち 1914年にf専増湘がこれ
を得て、校勘したことは、向氏の f劉子政」に記されている川24)。その後、この
写本は、他の多数の敦燈写本と共に羅振王が購得することとなった。この経緯につ
いては、羅氏が1922年3年22日付の王国維宛ての書信で次のように綴っている O
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図3 I羽田写真JNO.756 
図4 東京国立博物館蔵(TB1204 拠開館公開写真)
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「前購何氏所盗敦埠残巻、略為清理。中有『劉子j(北斉劉昼)数篇、 I老子j
約二千余言、共六蔵、布非一巻、 1.EL無重複有唐人 f起信論疏J二巻有暦B、
有星命ト笈書、有戸籍、有符秦持写経、字遮奥庚武将軍碑、部太尉嗣記、旦渠
安周造寺碑無呉、足供研究、恨不興公共考訂之也。J(注 25J
また、同氏はこの写本を入手した藍後に f劉子校記序」も記している O 因みに、
その文を記しておくことにしよう O
「敦燥海本劉子残春、起去情第四之後半、詑思}I真第九之前半。毎行一五、六字(中略)
壬戊秋得処於江陰何氏、索居無僅、校其異同於明人子柔本上、並J2)、別紙遺児子
福諜録潟校記一巻、以授梓人 笑亥二月上虞羅振玉記J(筆者注:壬成は 1922年、
突亥は 1923年。なお、羅氏の「去情第四Jは、「去情第三jの誤記であろう。)
経氏は、この敦娃本 f鶴子J原文を諸本と校勘し、校録本をつくり、これを『敦
焼石室昨金jに収めて公刊している O その後、いつの頃かに羅氏は『劉子j原本を
手放ししたようで、一時その所在が蒙昧となったが、昭和 11年頃には日本屈の国
宝(現「重要文化財J) に指定されている事実があるため、この時までには、日本人の
有に帰していたことが判明する O
ところで、古書籍商反町弘文荘の記述によれば、昭和 23年 1月に当時西宮に在
住していた東洋紡績会社の社長の子息、武居巧氏が所蔵していたこの写本を反町氏が
購得していることがわかる O 反町氏が時価 4万円の高価で仕入れたこの写本は、そ
の直後に古典籍商(村口書房)の村口四郎氏にわたり、さらに同氏の手を経て東京博
物館に納められていたとのことである川 26)。
6、東京古書会展観品
「羽田写真JNo. 867 ~ 868 
写真に写し出された「北館野残牒Jとされる原文書は、のちに東京古典会の展観
品となったものが確認できた。原文書は、 1990年 11月 16日~向 19日にかけて、
東京古書会館を会場とし、東京古典会主催の「古典籍下見展観大入札会Jに於いて
初公開され、世間に知られるようになった。こののち、この印影は、東京古典会に
よる『古典籍下見展観大入札会目録Jの41頁に 1924号の図版のもとで、
西域都督府北舘厨牒
唐-儀l臥二年成長尾雨11箱書一通
として長尾雨山の箱書と共に掲載されているに至っている O この文書は、既に公開
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されていた儀鼠年間の年号をもっその他の「北館文書jの一連のものとして大いに
注目され、荒川正晴氏による紹介に続き、大津透氏の文書実査にもとづく詳考も公
表されている〔注27)。
ここで大津氏の論述を含めて、『古典籍下見展観大入札会目録j所掲の図版写真
と「羽田写真Jとの比較を試みておこう{関 5、6参照10
「羽田写真」は、かなり小さなものであるが、 f古典籍下見展観大入札会話録j所
掲の図版写真に写し出されるものとは細部に至るまで差異がない。間ーの文書を撮
影した写真であることがわかる O 但し、「羽田写真」には、この文書を貼り込んだ
台紙の左右も写し出されており、そこには、それぞれに抜語が認められているのが
見える O 先ず台紙中央に貼り込まれた原文書の右憐には、
不凡也 甲寅五月JiI真徳羅惇詩、
との甲寅 (1914)五月時の康東)1真徳の羅惇議 (1872~ 1924 字、孝通)の抜語が、ついで
同じく原文書の左隣には、
右唐高宗儀鳳二年北館厨残牒出吐
魯番三笠輿余前観音郷方伯所戒免
こむ減退土人割裂多倍債耳其中亦有
との清朝末の武威の人段永患(字季承)の股語3行が見られる O
大津氏の論述によれば、東京古典会が所蔵しているこの原文書にある段氏の蹴詑
には、上掲文以外に、さらに続くものがあるという(筆者原件未見のため、詳細は原文書
を実見した問氏の論述を参照されたい。但しこの政語については、氏も中途までしか引録していない)。
このことからすれば、「羽田写真jは、政語の一部を残して、この貼付された「北
館文書Jを主体にして撮影したものであることがわかる O なお、『古典籍下見展観
大入札会目録j所掲の図版写真は、こうした抜語を一切外して原文書のみを掲出し
ている O
ところで、長尾雨山(l864~1942名甲、通称長尾槙太郎)の箱書きを有するこの「北館文書j
を含むその他の 4 点の文書は、元来、藤井有舜l~錨の蔵品であったという川 28J。上記
の段永患の政語が真実とすれば、この「北館文書」は、晋卿(王樹栴)所蔵品と一連
のもので、土地人がよりよい価格で売り捌くために断割したために偲別のものにさ
れてしまっているようである O 元来、一連のものであり、のちに分断されたと推測
されるこれらの「北館文書」は、それぞれ各蔵者を巡り、現在、藤井有森s館、書道
博物館、及び東京古典会と各所に分蔵されるに至っている o I羽田写真」の撮影の
詳細は不明ではあるが、これらの各文書のある時期の姿が、この「羽田写真」に分
明に留められているのである O こうしたことはきわめて興味深いことである O
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一、「羽田写真」とその圏内所蔵原文普及び国外所蔵関連品について
1、大谷大学・天津博物館現蔵品
「羽田写真JNO.444A、NO.444B
表記の写真については、「羽田写真」自録では、 No.444 ~ 453 1併典及び:-1::t曾経
済関係文書の混合(10)Jとされている O しかし、「備典」はNo.444のみである (No.
444には2点の文書が含まれているため、ここで、暫時NO.444A、NO.444Bとする)。この No444Aと
No444Bの2点の内容は、Aは問;説元量寄経ーは、Bは f般若波羅蜜多心経jである O
「羽田写真JNo444Aは、日現;設元:量蕎経上jの後部の「得昇善道上昇天上Jから
最末尾題の 1，弗説元量蕎経上Jに続き、奥書ーまでの部分を撮影している O 悶みに、
その奥書の部分を記せば、次のようになるO
「大貌神瑞二年四月弟子王澄潟/父母供養経」
さらに、奥書の左下部には f合肥孔氏珍蔵jとの捺印が見られる O
この No444A写真の原文書は、現在、大谷大学の所蔵(乙68)で、この写経につ
いて野上俊静氏が、
「元大谷大学長大谷筆誠先生の!日蔵にかかり現在同学図書館に所蔵される敦樫
本『無量寿経jであって、学界に未だ紹介されていない北貌神瑞年[ioIJの古紗本
である。J
と述べているは:29)。上記の状況等を勘案すれば、当写本は、合肥の孔氏、すなわち、
孔憲廷の!日蔵品で、のち李盛鍔の蔵に帰し、さらに東方に転じて、のち大谷大学の
第 13代学長大谷埜誠へと帰属し、今日に至っていることがわかる O 羽田氏はこの
何れかの時期(李盛鐸所蔵乃至その後の某時期)に写真を取得しているようである O
また、「羽田写真JNO.444Bは、『般若波羅蜜多心経jの最後尾の 18行経文、尾題、
及び奥書のみを写し残しているO 因みにその奥書の部分を記せば次のようになる O
「至徳二載十一月十三日揮豆慮軍倉曹参軍宣節副尉守/左衛西河郡六壁府別持
長孫顔妻清河路氏篤/亡批遠忌敬窓観音多心経同一審J
奥書の末文に記されるように、この写経は元来『観音経』と『般若波羅蜜多心経J
の二本を連写したもので、前半の『観音経Jは末尾の一行が僅かに残され、後半の f般
若波羅蜜多心経jの全文が遺存していることがわかるO なお、この奥書の下部には
「合肥孔氏珍薮」、「合肥張氏関家供養経」の捺印が見られるO
このことからすれば、原文書は、元来、合胞の孔憲廷、張度建がそれぞれ所蔵し
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ていたものであることがわかる O また、この印影は羅振玉の『羅雪堂先生全集j績
編 f了戊稿一巻Jにも収められており、羅氏の文により一時期同氏の蔵品であっ
たこともわかる O この原文書はのちに!日中国の企業家で天津市副市長にもなった周
叔技(名選、制実践)が書擦を通じて入手し、 1980年代、か余の多数の敦燈文献と共
に天津市護芸術博物館(津審283) に寄付し現在に至っている O これらの経緯からすれ
ば、この原文書が日本に将来された形跡、はないので、 f羽田写真」は上記の原文書
と共に李盛鐸の手中にある折に撮影されたものとなろう O 羽田氏自らが撮影してい
る可能性は排除できないが、羅振玉氏の書簡((注25J書参照。六O二「弟首説印局印之j、
六七回「擬遊先輩照之J)の文言からすれば、羅氏が関係する印局の専門の写真師や子
息達に撮影させていた可能性が高いようである O
2、細川家永脊文庫(1市:天津博物館現蔵品)
「羽田写真JNo. 776 ~ 797及びNo.798 ~ 801 
表記のものは 22葉(各 l葉)の写真であり、「羽田写真」自録に「文選Jと表示さ
れている O また、これらの続きの写真である同封。 798、799、800、801については、
向目録にも、
No798 文選 776ト向ジ
No799 大乗百法明内論t~~ 宗義記 上記文選797ノ裏面ニ記ス
No800 骨Il教関係文書 上記文選ノ裏面ニ記ス(1x 2) 
No801 / 
と記されるように、「羽田写真JNo776 ~ 797に写された文書には裏面があること
がわかる O その内容は、 No799に示された通り、草書体で書写された僧曇蹟の『大
乗百法明門論開宗義記Jである (No800は、 No776の裏面で、 No801は、 No800の全部とその
他のものが写される)。上記の No776~ 797の22葉の写真は「文選」写本を撮影した
もので、写真に見える原文書は、現在、細川家永青文庫の蔵品となっている O
永青文庫には多数の国宝と重要文化財が所蔵されているが、この西域出土文献の
f敦燥本文選注jは殊に屈指の書写資料となっている O この永青文庫本『敦煙本文
選注Jは、 1965年に神田喜一郎氏の解説付きで公表されている(i:t30)。
永青文庫本 f敦士皇本文選注Jは、全 1紙で、 326行を有する長巻である O 現存
の部分は f文選j李善注巻四十四の弓馬柑如の「喰巴萄撤」、棟琳の「篤衰紹撤7象
ナHJ、河「撒呉;将校部曲文」、鍾会の「撒萄文J、及び司馬相如の「難萄父老jの各
部分である or永青文庫本」の紙背には『大乗百法明門論関宗義記jが書写されて
いる O また、当写本は通行本 f文選jのような本文がなく、注文しか存在しない単
疏本で、その注は、李善注でも五臣注でもなく特異なものである or羽田写真JNo 
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776 ~ 797の22葉の写真は、このものが製本される以前(勿論氷背文庫に収j哉される以前)
のかなり古い時期に撮影されたものと推測される O
なお、この永青文庫本 f敦煙本文選注jとi可ー写本の断裂品が、天津市畿術博物
館(現在天津博物館)に所蔵されていることを確認した。当該文書は天津のJ哉書家で
あるj詣叔技(間遅)の!日蔵品で、同氏が 1980年代に天津市護芸術博物館に寄附したも
のというUI:31)。周氏!日蔵のこの f敦埠本文選注』は、全日紙で、 220行(行 18~ 21 
字前後)を有する長巻であり、現存の部分は、f文選j李善注巻第43r書j下に柑当し、
超景異の「輿替茂斉書Jから始まり、丘希範の「輿陳伯之書」、劉孝標の「霊答劉
株陵沼書」、劉子駿「移書譲太常博士J、孔徳嘩「北山移文jへと続くものとなって
いる O
上述の永青文庫本 f敦燈本文選注Jは、永青文庫の蔵品に帰するi時期、及びお
れ以前の!日蔵者等については不明であるが、 f羽田写真jにその存在が確認できる
ことからすれば、~~由氏とはこの原文書に関する何等かの繋がりがあることが推
測される O また、永青文庫本と一連のものである天津護芸術博物館品も李盛鍔!日蔵
品であることを考え合わせれば、永青文庫本 f敦健本文選注』は、羽田氏の手を
経て日本にもたらされた李盛鐸氏旧蔵品の一つである可能性が大で、あるように思
われる[;t32)。
問、「羽田写真jとその国外所蔵原文書について
1、アメリカ・プリンストン大学ゲスト図書館現蔵品
「羽田写真JNo. 520 ~ 525 
表記の写真は、全6葉にわたりで道教の経典『太上玄元遁徳経Jを写し出したも
のである O 写真から確認できる状態ではあるが、原文書は首部を欠き、「民不畏威
大威至失」から尾部の「天下之道利而不言聖人之道為市不事Jまで約 100行(行ほ
ほ20字詰め)を遺存させるものとなっている O 巻末には、「太上玄元道徳経巻終Jの
尾題に続き、
「建衡二年庚寅五月五日:散燈郡索紘寓己」
との奥書が見え、その左下部に「徳化李氏凡将閤珍戴Jとの捺印が見られる O さらに、
「建衡為晋武帝泰始中口口口口Jとの後人の手による題記(但し、文字の半分は切れてい
る状態)も見られる O
この写真の被写体であった『太上玄元道徳経jの原文書は、アメリカのプリンス
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トン大学ゲスト図書館の現蔵となっている O 上記の捺印等からすれば、この原文書
の撮影には頭初の蔵者李盛鐸にかかわる人物(おそらくこの場合は経振玉であろう)が介
在していたものとも推測できる O ただし、「羽田写真」がお田氏自らの撮影、乃至
羽田氏の要議によりその関係の写真師が撮影、焼き付けたものであるとすれば、李
盛鐸のもとでの撮影、或いは原文書が羽田氏の手中にあっての撮影があったという
ことになろう O しかし、羽田氏が原文書を入手していた可能性は低いようである O
というのも李盛鐸の旧蔵品であったこの原文書は、鏡宗顕氏によれば、李氏の没後
に、その子女の手を経て、香港の書画家張虹氏 (1891~ 1968年字谷雛、号申粛、広東
)1震徳出身)の有に帰し、その後アメリカに渡ったというからである〔涼33)。鏡宗顕氏
の文中では、「現帰友人張虹一.Jと記述が見える O アメリカとのかかわりについて
は鏡氏は言及していないが、張虹氏が 1955年ごろにその原文書を所有し、そのの
ちにアメリカ・プリンストン大学ゲスト図書館に購得されたものと推測される O な
お、この写本については、真偽問題が論議されている位制。
2、大英図書館現蔵品
「羽田写真JNo. 667 ~ 671 
全5葉の写真は、「摩尼光悌数法儀HI各一巻jの首尾にわたる全てを撮影したもので、
冒頭の写真には、総題に続いて双行で、
il}司元十九年六月八日大徳挽多誕奉詔集賢院詳J
との訳出紀年、訳出者名、訳出場所の署名が見える O 写真の原文書はスタイン所獲
のもので現在大英図書館 (S.3969)に現蔵されているが、向経典の後半部はペリオ氏
が獲得し、現在、フランス国家図書館 (P.3884)にも所蔵されている o r羽田写真Jには、
大英図書館現蔵品の書影は極僅かしか見られない、羽田氏は自己の研究資料として
摩尼教教典である向写真を徹影していたのであろう出35)。なお、石田幹之助氏は
この資料を用いて摩尼教に関する論文を綴っている(ij，36J。
3、フランス国立図書館現蔵品
A、「羽田写真JNo. 700 ~ 722 
. No. 700 ~ 714 史記者三十五管察世家
. No. 715 ~ 719 史記巻六十一伯夷列停
. No. 720 ~ 722 史記巻三十四燕召公世家
表記の写真は、「羽田写真」目録では上記のように表記されているが、「史記集解J
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(袈潤集解)の管察世家等の部分である O この写真の原文書は、ペリオ氏が獲得した
もので、のちにフランス国家図書館に蔵されるようになったものであり (P.2627)編
年に従った世家の原文に劉宋の装闘が集めた孫験、鄭玄、何長、孔安田等の文書を
細字で双行に注記したものである O この写真には、娠影時に添えられた 5cmの尺
度を示し、文書番号 (2627) と撮影番号(1~ 23) を記した紙札(横書きで縦提き)が写
し込まれている O この写真もまた羽田氏が自ら撮影したものではなくベリオ氏等か
ら撮影、焼き付けたものを入手したものと見られる O
B 、「羽田写真JNO.823 
この写真は、もとペリオ氏所獲のフランス国家図書館 (P.2129)所蔵の「干Ij謬宇宙紙
切韻序j原本の冒頭からお行自までを搬影したものである O 黒地の台上に置かれ
た原本の下接に、天地を逆にした文書整理番号の小札の2種を左右に並撞させて撮
影したものであり、これに後接するものは、次記の Cに写し出されている o B、C
の写真は撮影の方式は同一であり、 Aとも類i可するので、公立機関で撮影されたも
のを入手したものと見られる O 入手経緯を同じくするものであろう O
C 、「羽田写真JNO.3 
この写真は、 BのNO.823に後接する抄写原本の部位を撮影し、焼き付けたもので
ある O 写真の前半には、僧善悪が抄写した「刊謬補快切韻序Jの22行自から以降、
抄写本人の「僧善悪記Jの著書を含む 37行目まで、その後半には、同じく僧善悪
が続写した三蔵法師義浄奉制誇の「金光明最上王経序品第一」が、経題、訳出者名
から経文にわたる 14日までが写し出されている O この写真もまた黒地の台上に置
かれた原本の下接部にBのNO.823と同様に文書の整理番号と撮影番号を表記した小
札を写し込んでいる O 羽田氏が当該図書館から入手したもの(マイクロフィルムからの
焼き付けか)か、或いはそうしたものを得た余人から収受したものかのようである O
D 、「羽田写真JNO.848 
この写真は、「羽田写真j目録では、「社曾経済文書(半葉大般浬繋経の目録の一部)J
とされているが、もとペリオ氏所獲のもので、のちフランス国家図書館所蔵となっ
た (P.3150)a r慈恵郷百姓呉慶順典身契Jとbr大般浬繋終日」の一部を、 CのNO.3
と同様、文書整理番号の小札を左右に並量(ここでは文書下辺に置く)させて撮影した
ものであり、このものもまたBのNO.823、CのNo.3と同様な経緯で入手したものと
見られる[図 7、8参照10
羽田氏は、 1920年2月から英仏留学、調査の途につき、先ず英国に滞在しその
後同年の夏に仏国へ渡った。この間の学術調査、研究で羽田氏はスタイン氏、ペリ
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図7 r羽田写真JNO.848 
1~8 フランス国家図書館所蔵 (P.3150 拠 f法裁敦憧西域文献J22) 
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オ氏とも親交を深め、移しい数の西域出土文献写真を得て、日本に持ち帰ることと
なった。この折もたらされた写真の大半は、現在東洋文庫で、所蔵している O
なお、羽田氏の英仏滞在調査等については、内藤湖南氏が、
「我が京都大事の初田博士も亦大正九年から十一年までの関に英錦i稿閣に於い
て、同じく敦埠古書を調査し、多数の寓異を撮り、その事業は現に猶ほ織繍し
っ、あるoJ(1137) 
と述べ、石田幹之助氏も、
fその関また敦建設見の古妙本の撮影謄潟にも力を注がれ、ペリオ、 L.ヂャイ
ルズ雨氏と折衝して多くの副本製作に成功せられ、我が事界の渇望を満たされ
たこと少からざるものがありました。J[;J: 38] 
と記し、また石演純太郎氏も大正 14 年 8 丹 5 日 ~8 日に大阪懐徳堂の講演で「敦
埠石室の遺書」を題のもとに次のように述べている[iU9J。
「東京の東洋文庫には英仰を併せて五六十部程の湾民があります。これらは専
ら例の羽田博士のお骨折りで蒐め得られたものであります。幸ひにわたくしは
今春殆んど全部を拝見することが出来ました。特にトルコ文の多いのに驚いて
流石に専門家の選定を経たものと戚心しました。」
さらに「羽田博士とペリオ敬授遺影jと題した人物写真の解説文で、宮崎市定氏が、
r..羽田助敬授は、フランスにおいて、(中略)ペリオ敬授と肝謄棺照し、史
料の閲覧にも多大な便宜を輿えられた。潟異は巴里ヴアレンス街、ペリオ教授
宅にて撮影したものである o 一.J (d，40] 
と記し、羽田氏とペリオ氏との毅呪の深さを称えている O 羽田氏はペリオ氏と共に
『敗短遺書j(;Hll も編著するほどの学術的な関係を持っており、ペリオ氏所獲の敦
煙文書を相当自由に閲覧し、撮影などをさせてもらっていたようであるO
おわりに
羽田博士が述懐するように、「羽田写真」は、後来の学術研究者のために十全な
資料を備える目的で残されたものである O それらの写真には、博士自らが撮影し、
また、撮影に関与して残したものかと見える全影を写し出した大型のもの、原文書
信売時の目録、或いは見本、乃至資料として別に余人が撮影して作成したと見られ
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る小型のものとが混在し、例えば、そこには原文書に添書された蔵者、閲覧者等の
後人の題践が半出するものや、前接、後接する原文書の部位を大きく欠落させるも
のなども雑採しているが、それらの何れもに博士の息吹が留められている O 原文書
を自賭し、また自らの所蔵ともしつつ、博士は写真という映像の形で、当時最新の
出土資料を後学のために集積していたことである O
筆者は、今次こうした中の数種の写真を追跡し、その被写体である原文書の所在
を確認して天理大学術属図書館、武田科学振興財団杏雨書屋、静嘉堂文産をはじめ
とした各所で個々の資料を実査し、蔵者の移動と共に原文書を写し出した写真の内
包する資料的価値を把捉することとなった。
また、これにかかわり新たに羅振玉の王国維や謬茎孫(翠風堂主人)に宛てた手簡、
中図書庖某の原田悟朗宛の書信、また古書鰭商弘文荘反町茂雄氏の記述など原文書
の撮影や研究、移動にかかわる貴重な資料を確認し紹介することができた。「羽田
写真jの中には自己撮影の写真と共に委託者の撮影になる写真や羅振玉由来の写
真、さらにスタイン、ペリオにかかわる写真等が混在しているのである O
撮影の時期や場をさまざまにし、また入手、蒐集経緯を多様にする「羽田写真」は、
時間の経過、推移の中でその相貌、姿態を少しずつ変える出土文献の姿や現在では
侠失したかに見える出土文書のさまを如実に留めながら、そのもとに六朝以来唐宋
代に及ぶ敦娃・トルファン地区に生きた人々の生活の実際、仏学、経学にかかわる
各種の消息をイ云え続けているのである O
筆者は、今後さらに、複雑な経緯を経て逓伝される「羽田写真」の個々に写し出
された原文書の行方を追いながらその内実を究明する着実な歩みを進めて行きたく
考えている O
〔付記〕
羽田記念館所蔵「西域出土文献写真j及びこれに関わる諸資料、並びに写真の被写体であった原文書
を調査、閲覧するにあたり、下記の諸機関、諾先生から多大なご支援を賜った。「羽田写真J、諸資料、
また原文書は、何れもが貴重な文化財で、厳格な保管、管理がなされている。こうした中で、特別な
ご配躍を賜り、直に調査を進めさせて頂いたことは身に余ることであった。 温かなご理解とご支援を
Jl易った各機関、先生各位のご好意の数々を振り返りながら、心からの感謝を申し上げる次第である。
京都大学大学院文学研究科附属ユーラシア文化研究センター(羽田記念館)
三島海雲記念財団 龍谷大学図書館 天理大学附属天理図書館
藤井斉成会宥郷館 武田学術振興財団附属杏雨書屋 静嘉堂文庫
北京大学冨i警告l~善本部天津博物館 ほか
注
i 拙文「羽田亨博士収集「西域出土文献写真JについてJ(fお茶の水史学j第50号20凶年 12月 1
~ 64頁)
羽田亨博士収集西域出土文献写真とそのj京文幸子一文献の流散とその逓伝・写真撮影の軌跡- 23 
2. 武田科学振興財団杏雨書屋編{敦憧秘笈目録冊j2009年3丹、問 f敦憧秘笈 影片冊-j
2009年 10月、 i可 f敦埠秘笈影片ist二J2010年 3月
3. 写真に写し出された原文書の初行中には、半欠、全欠の文字(f修」の右半部、「縄jの全て、及び「官官j
の上半部)が見られるが、残存の文字からして「大方等大集経丹蔵分1=/::1諮問修羅諸制;所品第三J
と記したものであることは明らかである O これを、『大正新情大戴経j 巻 13 所~文の「大方等
大集経丹戴分諸阿修羅詣備所第三J(Na 397) と比較すると、間経句には差異は見られないも
のの、「巻第升f四jと明記する原文書の末尾に対して、『大正蔵j所JI又本では「巻第四七」と
記している違いがわかる O 原文書は f歴代三繋記jゃ f関元稗経録j等に檎記される十二巻
本乃至十五巻本の何れかを「大集経」中に編次したものである可能性が高いようである。
4. 池田温編 f中国古代写本識語集録J大蔵出版 1990年3丹 1026 第 339
5. 反町茂雄古書障の思い出j3平凡社 1986年 12月 279頁
6. 注 1拙文48~ 54頁参照。
7. 天理図書館所収の敦憧・ト jレファン文献に関しては、玉三慶「日本天理大串盟書館典識
之敦埠寝巻J(漢撃M究恥心 f第二Jil敦健挙国際{iJ昨j曾論文集j民i盟8011ミ6月)、栄新江 f海外敦憧i止魯
番文献知見録j江西人民出版社 1996年6月 204~ 212頁参照。
8. 反町茂雄『一古書躍の思い出j3平凡社 1986年 12月 163~ 182真。なお、上野氏の蔵
品の中には、京都の古書躍・佐々木竹萄楼から求めたらしいものがあったということなので、
京都学派の学者、殊に内藤湖南氏や羽田亨氏と深いつながりがあった竹喧楼などが、こうし
た敦埠文書の移動に強くかかわっていたようである D
9 神田喜一郎 f敦埠率五十年j筑摩書房 1970年7月 164頁
10.羽田亨「景数経典一神論解説J(摺文j第九巻第一披大正711:1 )=J、のち f羽田博士史学論文集j下
巻言語宗救稿用朋舎昭和 50年8月j訳語:収 236頁)
1.反町茂雄 f一古書躍の思い出j2平凡社 1986年 12月 268頁
12.第十五回京都大戴曾(於家政女亭校)昭和 4年 1月23・24日
13. r一紳論巻第三 序聴迷詩所経一巻』東方文化皐院京都研究所昭和 6年 10月
14.落合俊典f敦憧秘笈自録(第433強至第670税)略考Ja敦埠吐魯番研究j第七巻 2004年1月174~ 176頁)
15.林悟殊「富岡謙蔵氏戴景教《一紳論》真偽存疑Jcr唐代景教再研究j中j副社曾科皐出版社 200311三
1月 186~ 207頁)、問『中古三夷教排読j中華書局 2005年6月 183~ 188真、 215~ 226頁)
16.杏雨書屋第 54回 杏雨書屋特別展示会「敦燥の典籍と吉文書J図録(東野治之解説)43頁
17.反町茂雄 f一古書揮の思い出j2平凡社 1986年 12月 189頁
18.大阪府立国書館編 f恭仁山荘善本書影』昭和 10年3月
19.拙著『西域出土文書の基礎的研究-中居古代における小学書・童蒙書の諸柑-j汲古書
院 2006年2月 324~ 329頁参照。
20.金谷治編 f唐抄本鄭氏注論語集成J平凡社 1978年 5月 372~ 378頁、王素『唐寓本論
語鄭氏注及其研究』文物出版社 1991年附録一
21.李徳範輯 f敦埋道蔵j(全5冊)中華全国圏書館文献縮微複製中心 1999年 12月
24 張
22. 藤枝晃rr徳化李氏凡持関珍蔵J~P について J(京都圏立博物館陣護j 第 7 号昭和 60 年 3 月)池自温『中
国古代写本識詩集録j1990年 127，劉蛇「書評 f敦埋遁蔵J(f数出土魯番研究j第六巻 2002年384頁)
23.栄新江f静嘉堂文庫毅吐魯番資料簡介J(北京閤審館敦埠吐魯番号主資料中心葦北〈南海}雑志社会編 f敦
埠吐徐番事研究論集 1996年6月182頁参照)
24.博増湘「劉子政J: r何穆忍磁唐巻子本 f劉子j二百八行，差敦士皇石室之秘笈也。存者只
得全警十之一，然異字{英文乃至不可勝敬。開劉幼云前輩尚有九篇以下数百行，若一旦矯延津
之合，量非天地問奇宝乎?昔人動イ多千元百宋，視此文何足云云郡? 況叔校畢記，時甲寅 (1914)
大春節。Jcr劉子集校j林其鉄蹄蹴金集校上海古籍出版社 1985年 10月)
25. 1922年 3月22付、羅振玉致王国維書簡(七一二)(王慶祥・擁立文校注羅纏担審訂 f羅振玉王国維
往来議:信j東方出版 2000年 526頁)。なお、羅振玉がどのような経緯でどれほどの価格で、何氏所
蔵品を購得したか不明であるが、興味あることに、前掲書簡の前日に出された書信(七一一)
に「弟近得敦濯残巻四十、一…・計債七百圏、可誇廉也。Jと見え、敦憧残巻購得の価格が記
されている。 f翠リ子j残巻等はまとまりのある重要な典籍であるから相当な価格であったの
ではあるまいか。ところで、迩窃された敦煙所出の古文書については、李盛鐸所蔵品に関し
て羅振玉が書信 0919年7月2目、 3日付六O二、六O四)で既往を名手めだてしないことですべての
ものを閲覧、;最影させてもらうことになった経緯を記している O 羅振玉は種々な経緯を経て
原文書や写真資料を入手していたのである。
26.反1lJ茂雄 fー古書癖の思い出J3 平凡社 1986年 12月 357~ 359頁
27.荒川正晴「古書展に出品された北館文書についてJW生魯番出土文物研究会会報j第五十号吐魯
番出土文物研究会欄 1990if. 12月4-6頁)、大津透「唐日律令地方財政管見一館駅・駅伝奇IJを手が
かりに一JCf日本律令制j論集j上巻笹山靖生先生還暦記念会編吉川!弘文館 1993年同 387-440頁)
28.前掲大津氏の論考に 396、431頁参照。
29.野上俊静 r無量寿経J漢訳考-敦爆本神瑞写経の紹介一一J(r敦埠古写経.大谷大学所蔵j大
谷大学東洋学研究室 1972年10月)
30. r敦捜本文選注J永青文庫 1965年 4月(解説:神田喜一郎)
31 天津市護芸術博物館編 f天津市護芸術博物館議敦埠文書jr附録j上海古籍出版社 1996
32永育文産本『敦:埠本文選注Jと天津重芸術博物館の両蔵本との濃密な関係を示すもう一つ
のもの、すなわち現在、所在不明となっている李盛鐸!日蔵本がある O これについては、『敦
埠遺書締目索iJU散録5r李木薪審議敦燈名跡目録J(第一部分)中の、 0588 r自抗野唐玄宗
開元i百年寓本文選注巻二(共二一七行、行廿字)に
末題:r開元四年二月停寝詑j。首尾有 f李印盛鐸j及「木粛珍寂唐人秘笈」朱印。按此
係六朝注弧本，輿六臣及李善注盤羅氏影干り各本均異，千年遺イ失，穣賓僅存，李氏秘笈遺
中， J析最珍異。(案此荘経徐趨南同志審査.認矯可疑)0 (筆者注:このうちの「李印盛鐸Jは f李盛鐸印J
の誤であろう)
との記述が見られる O この記述には不分明な部分もあるが、李盛鐸の鈴印のあることや「行
廿字j、「六朝注弧本，輿六臣及李善注竪羅氏影刊各本均異Jとの記述からすれば、永青文庫
と天津護芸術時物館の両j蔵本と同一写本の断裂品である可能性が否定できないように思われ
る。仮に、この侠失した李盛鐸i日蔵の『文選注Jは、上記の再写本と向ーのものであるなら
ば、当該写本のもつ「唐玄宗関元四年二月」の款記lこより、永青文庫と天津霊芸術博物館の両
写本も間元自年二月の抄写ということになろう o
羽田亨博士収集西域出土文献写真とその原文番一文献の流散とその逓信・写真雑影の軌跡- 25 
33.鏡宗顕「呉建衡二年索紘鶏本〈道徳経〉残巻考証J1955年日選堂集林j香港中華欝周 1982年)
34池田温{中国古代写本識語集録 1990年 72疑 図版 193、劉i吃「書評:f敦埠道蔵jJ (r敦
憧吐魯番研究}第六巻2002年384頁)
35.ただし、この写真は羽田氏自らがスタイン氏のもとで蝿影したとは見られない内容をも
っている。というのは、写真の上部に顛倒して 14800、S.3969とのこつの整理番号が写し出
されており、撮影され焼付けされた写真(マイクロフィルムからの焼き付けか)を取得したものと
見られるからである O
36.石田幹之助『東亜文化史叢考jC東洋文庫 1973年3月285頁)
37. r歓ナ1'にて見たる東洋皐資料Jcr内藤湖南全射第12巻 23頁)
38. r羽田博士の経歴と業績JC[東方制第十一戦 195年 139頁)
39.石演純太郎 f東洋撃の話j(部元社昭和国王手4月 71貰)
40. r羽田博士と西域史J後記 Cf東方判第十一輯 195年156頁)
41 ポー jレ・ペリオ羽田亨共編 f:散慢遺書J第 l集(上海東型孜究愈1926ゴj:12 J=]) 
〔付録〕
「羽田写真」と大谷探検隊将来文書の対照一覧表については、かつて拙稿「羽田
亨博士収集「西域出土文献写真jについてJ(rお茶の水史学j第50号2006年 12月 50頁)
で掲出したことがあるが、印刷時に表の下半部である No.310より以降を落とされ
てしまった。このため、今回新たに確認し得たものも加え、一覧表を補訂し参考の
ために表示することにしたほお、下表中の f開!日は『関東J藤博物館大谷家出品目鍬L [.大谷
自jは『奮関東藤博物館所戴大谷探検隊持来文書日銀(図版)j を示す)。
「羽田写真」と大谷探検隊将来文書対照一覧
「羽田写真J f大谷間 『臨Elj fu 曲ーーー----ー値曲畠邑ー・h・.--司.網島曲ー.幽・---噸.且・幽‘ー・--・事構・ー・砂・E・.・.明神喝..・._---司』・ーー.ー---申ーー --圃色自白幽由 ・ー伸明--畠軸白』ー白幽M・--司晶画副ー・銅，聞胃均島町伽噂・h・-_.峰・--事旬咽』・
No. 名称表記 (国版) No. 名称表記 注
1~2 大智度経質|緊品下第八十稗論 間46 291 大智度経緯論第九O
82 ~ 85 大般浬繋経巻第十四 闘16~ 17 51 大般i~繋経巻第一四
86 ~ 91 大般浬繋経第一第二第三第四第 園 13~ 15 41 大般j里繋経巻第一~第五五巳上五巻共成一巻
92 ~ 95 大般若波羅蜜多経巻第一百四 圏21 132 大般若波羅蜜多経巻第-olm 
96~ 97 大般若波羅蜜多経巻第九十六 圏20 130 大般若波羅蜜多経巻第九六
98 ~ 139 見一切入蔵経目録 園田 ~76 333 見一切入減経目録
140 ~ 147 瑞伽師地論巻第一 留 23~ 26 226 ま合伽自il地論第一
148 ~ 149 瑞伽師地論巻第1m 国27 227 瑞{加師地論第四
150 ~ 151 f命伽師地論巻第九 国28 228喰伽僻地論第九
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152 ~ 153 E索。用師地論巻第十 闘29 229 T最伽師地論第十
158 ~ 159 議伽師地論巻第十三 国30 230 議伽師地論第一三
160 ~ 161 E最伽部地論巻第十四 闘31 231 域伽師地論第一回
162 ~ 163 瑞伽部地論巻第廿八 磁32 232 瑞伽師地論第二八
164 ~ 167 瑞佑l師地論巻第ijj-- 圏 33~34 236 瑞伽錦地論第三一
168~171 議伽師地論巻第世九 踊35~ 36 234 域伽師地論巻第三九
174 ~ 175 E最{加l師地論巻第il片二 関37 235 
176 ~ 177 議保i師地論巻第ilt七、甜八巻分門記 a 
178 ~ 179 議伽部地論巷第lft八、 ilt九巻分門記 b 
180 ~ 181 J議伽師地論審第五十決撮稗分分 関40 240 瑞伽師地論第五O門記巻ー
182 ~ 183 喰伽師地論第五十二巻分門 !覇41 。 。
184 ~ 187 瑞曲目的地論巻第五十二 橘自二十二 埼伽師地論巻第五十二 C 
188 ~ 189 3金制ifJ師地論第五十三巻分門 圏42 241 瑞伽論第五三巻分門初記
190 ~ 191 1命伽間1地論巻第五十四分門 闇43 1/ 。
192 ~ 193 T設伽師地論巻第五十六 盟38 237 E融制師地論第五六
194 ~ 195 ij<<伽師地論港第五十九 i覇39 238 瑞伽師地論第五九
230 ~ 233 大般i!E繋経巻第十九 間18~ 19 86 大般j呈繋経巻第一九
262 ~ 265 妙法蓮華経巻五 圏8~ 10 2ヲ 妙法蓮華経巻五
問
266 ~ 269 妙法蓮華経巻六 圏1~ 12 36 妙法蓮華経巷第六
270 ~ 271 妙法蓮華経巻二 園 1~2 2妙法蓮華経巻第二
272 ~ 275 妙法蓮華経程二 圏5 2 妙法蓮華経巻第二
276 ~ 279 妙法蓮華経序品第一 間 3~4 16 妙法蓮華経巻第一~第四
308 ~ 309 六祖壇経 圏113 395 商宗頓敬最上大乗j準認先立 d 若波羅蜜多経
310 ~ 311 深蜜識経解深密経?) 圏 114 。 イシ e 
422 ~ 423 ITJ分律1時繁有lJ閥行事室長、巻上之鈴 国44 246 四分律捌繁補閥行事要秒、巷之上之鈴
425 ~ 426 浄名経問中抄第二 国47 295 j争名経開中稗批巻之上
427 ~ 428 浄土法事讃巻上 園115~ 116 649 i争土法事讃岩上
429 ~ 432 諸星母:陀羅尼経 圏11~ 112 346 諸星母陀羅尼経
433 ~ 434 諸星母陀羅尼経 国110 344 諸星丹陀羅尼経
467 ~ 468 制I~典 留45 288 大智度論巻第五七
469 ~ 470 比丘合注戒本序 圏48 315 比丘含注戒本
471 ~ 472 。/i書? 関49 。 。
473 ~ 476 粛琉一巻井序 関50~ 51 gJ 
477 ~ 484 僻説偽名経巻第一 国 52~55 326 f弗説悌名経巻第一
601 ~ 666 太玄員一本際妙経道本通微品第十 留77~ 109 335 大玄奨一本際妙経道本通 h 微品第十
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(備注〕
a. 1羽田写真JNo176 ~ 177に写される原本は、 f寄託13J武拾試頁のみに「稔伽師地論第
四O巻分内記j と記されるが、羽田氏の「摘要j 項の番き込みで巻第~Ii'七、巻第ilit八である
ことが判明する O
b. 1羽田写真JNo178~179 に写される原本は、 No176 ~ 177の後援部分で巻第il八末尾と
巻第冊九の巻首を写したものである。 f寄託自jを含め各自録には記載を欠いている。
c. 1橘呂」二十二:羅振玉 18本橘氏敦埠将来戴経B銀Ja零堂叢刻J(三)北京i爵番館出
版社2000年5月)
d. 1羽田写真J310 ~ 311の「深蜜識経?解深密経?) J→ f如来大捕す15正国深間密蔵経J
一巻を得たとする文，他を記した断片
e. w~m 自 J Nu.395 1南宋頂敬寂上大衆摩認般若波羅蜜多経」→「南宗頓敬殿上大乗j変調般若
波羅蜜経」の誤。なおこの表記は不全で，本来これに下接した f六祖恵能大姉於部州大党寺
施法壇経兼系無相戒Jとすべきもので， dの「羽田写真J310 ~ 311はこの抄写冊中の部分
であり， r如来大器邪正密戴経J(抄写では蜜に作る)そのものを書写しているものではないo
f. r関目JNO.344 1諸星丹陀羅尼経J→「諸星母陀羅尼綾」の誤か
g. このものは n~13 J 315の背面にあたる o (r蓄 I~m東耀博物館所蔵大谷探検隊将来文書日
銀(園版H冨50、国51参損。)
h. r関目JNO.335 r太玄巽一本際妙経道本通微品第十Jは大谷家!日蔵、現天理図書館(126
ィー 1)所蔵(本稿二-1 -C参照。)
